IGRI Puhblicatinon 5 1
T WY Gal furl L |

NS ERE N SR
VidED T2 DD T — %

MEAR7I =TS









Japanese Translation Series of ICRP Publications
Publication 51

This translation was undertaken by the following colleagues.

Translated by

Kazuaki KATO, Masato KANEKO, Shinichi SASAKI,
Saburo FUJISAKI, Taichi MICHIKAWA,
Hisakazu MURAMATSU, Shiroh YASUBUCHI

Editorial Board

The Committee for Japanese Translation of ICRP Publications,
Japan Radioisotope Association

Eizo TAJIMA™ (Chair Tatsuji HAMADA Vice-chair)

Masami [ZAWA™** Jiro INABA Sukehiko KOGA**
Sadayoshi KOBAYASHI  Ichiro MIYANAGA

Yasuo YOSHIZAWA* Yoshikazu YOSHIDA

*ICRP member at the time. ** Former ICRP member.




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































	ICRP Publication 51　体外放射線に対する防護のためのデータ
 
	Contributors to this translation 
	邦訳版への序
	目次
	本書の図――図のリスト

	図1  人体形状ファントムの照射ジオメトリー

	図2a  人体形状ファントムにさまざまなジオメトリーで入射する光子についての，単位フルエンス当たりの実効線量当量

	図2b  人体形状ファントムにさまざまなジオメトリーで入射する光子についての，自由空間中における単位照射線量当たりの実効線量当量

	図3a  人体形状ファントムにさまざまなジオメトリーで入射する光子についての，自由空間中における単位照射線量当たりの実効線量当量 

	図3b  人体形状ファントムにさまざまなジオメトリーで入射する光子についての，自由空間中における単位照射線量当たりの実効線量当量
  
	図4  ICRU球にさまざまなジオメトリーで入射する光子についての，単位フルエンス当たりの深部線量当量指標 H_I,d
 
	図5  ICRU球にさまざまなジオメトリーで入射する光子についての，単位フルエンス当たりの表層部線量当量指標 H_I,s
 
	図6  ICRU球にさまざまなジオメトリーで入射する光子についての，主軸上深さ10mmにおける単位フルエンス当たりの線量当量 
	図7  ICRU球にさまざまなジオメトリーで入射する光子についての，主軸上深さ3mmにおける単位フルエンス当たりの線量当量

	図8  ICRU球にさまさまなジオメトリーで入射する光子についての，主軸上深さ 0.07mmにおける単位フルエンス当たりの線量当量 
	図9  ICRU球に面平行ビームとして入射する光子についての，自由空間中における単位空気吸収線量当たりの線量当量指標
	図10  面平行ビームとして入射する光子についての， 自由空間中における単位空気吸収線量当たりの， ICRU球の主軸上のさまざまな深きでの線量当量

	図11  単位光子フルエンス当たりの，自由空間中における空気吸収線量

	図12  人体形状ファントムにさまざまなジオメトリーで入射する光子についての，単位フルエンス当たりの，全身の皮膚について平均した線量当量

	図13a  人体形状ファントムにさまざまなジオメトリーで入射する光子についての，単位フルエンス当たりの，眼の水晶体に対する線量当量

	図13b  人体形状ファントムにさまざまなジオメトリーで入射する光子についての，単位フルエンス当たりの，眼の水晶体に対する線量当量

	図14  厚さ30cmの半無限平板ファントムに面平行ビームとして入射する光子についての，単位フルエンス当たりの最大線量当量

	図15  厚さ30cmの半無限平板ファントムに面平行ビームとして入射するミューオンについての，単位フルエンス当たりの最大線量当量

	図16  厚さ30cmの半無限平板ファントムに面平行ビームとして入射するパイオンについての，単位フルエンス当たりの最大線量当量

	図17  人体形状ファントムにさまざまなジオメトリーで入射する中性子についての，単位フルエンス当たりの実効線量当量

	図18  人体形状ファントムにさまざまなジオメトリーで入射する中性子についての，自由空間中における単位組織カーマ当たりの実効線量当量

	図19  ICRU球に面平行ビームとして入射する中性子についての，単位フルエンス当たりの線量当量指標

	図20  ICRU球に等方入射する中性子についての，単位フルエンス当たりの線量当量指標

	図21  ICRU球に面平行ビームとして入射する中性子についての，主軸上深さ0.07mm， 3 mmおよび10mmにおける単位フルエンス当たりの線量当量

	図22  ICRU球に等方入射する中性子についての，深さ0.07mm，3mmおよび10mmにおける単位フルエンス当たりの線量当量

	図23  厚さ30cmの半無限平板ファントムに面平行ビームとして入射する中性子についての，単位フルエンス当たりの最大線量当量

	図24  球および平板ファントムに面平行ビームとして入射する中性子についての，線量当量指標に対応する深さおよび最大線量当量を与える深さでの線質係数の実効値

	図25  厚さ30cmの半無限平板ファントムに面平行ビームとして入射する陽子についての，単位フルエンス当たりの最大線量当量

	図26  厚さ30cmの半無限平板ファントムに面平行ビームとして入射する電子についての，単位フルエンス当たりの最大線量当量

	図A.1  水中の衝突阻止能と線質係数との関係

	図E.1  荷電粒子エネルギーと線質係数との関係


	本書の表――表のリスト

	表1  線量分布の測定および計算に用いられるいくつかのファントム

	表2  人体形状ファントムにさまざまなジオメトリーで入射する光子についての，単位フルエンス当たりの実効線量当量

	表3a  人体形状ファントムにさまざまなジオメトリーで入射する光子についての，自由空間中における単位照射線量当たりの実効線量当量

	表3b  市販のファントムにさまざまなジオメトリーで入射する光子についての，自由空間中における単位照射線量当たりの実効線量当量に関するいくつかの実験データ
	表4  ICRU球にさまざまなジオメトリーで入射する光子についての，単位フルエンス当たりの深部線量当量指標 H_I,d
 
	表5  ICRU球にさまざまなジオメトリーで入射する光子についての，単位フルエンス当たりの表層部線量当量指標H_I,s
  
	表6  ICRU球にさまざまなジオメトリーで入射する光子についての，主軸上深さ10mmにおける単位フルエンス当た りの線量当量

	表7  ICRU球にさまざまなジオメトリーで入射する光子についての，主軸上深さ3mmにおける単位フルエンス当たりの線量当量

	表8  ICRU球にさまざまなジオメトリーで入射する光子についての，主軸上深さ0.07mmにおける単位フルエンス当たりの線量当量

	表9  ICRU球に面平行ビームとして入射する光子についての，自由空間中における単位空気吸収線量当たりの線量当量指標

	表10  ICRU球に面平行ビームとして入射する光子についての，自由空間中における単位空気吸収線量当たりの，主軸上のさまざまな深さにおける線量当量
 
	表11  単位光子フルエンス当たりの，自由空間中における空気吸収線量

	表12  人体形状ファントムにさまざまなジオメトリーで入射する光子についての，単位フルエンス当たりの，全身の皮膚について平均した線量当量 
	表13  人体形状ファントムにさまざまなジオメトリーで入射する光子についての，単位フルエンス当たりの，眼の水晶体に対する線量当量

	表14  厚さ30cmの半無限平板ファントムに面平行ビームとして入射する光子についての，単位フルエンス当たりの最大線量当量および深さ10mmにおける単位フルエンス当たりの線量当量

	表15  厚さ30cmの半無限平板ファントムに面平行ビームとして入射するミューオンについての，単位フルエンス当たりの最大線量当量

	表16a  厚さ30cmの半無限平板ファントムに面平行ビームとして入射するパイオンについての，単位フルエンス当たりの最大線量当量

	表16b  パイオンエネルギーの関数としての，最大線量当量における線質係数の実効値

	表16c  厚さ30cmの半無限平板ファントムに面平行ビームとして入射するパイオンについての，深さ10mmにおける単位フルエンス当たりの線量当量
 
	表17  人体形状ファントムにさまざまなジオメトリーで入射する中性子についての，単位フルエンス当たりの実効線量当量

	表18  人体形状ファントムにさまざまなジオメトリーで入射する中性子についての，自由空間中における単位組織カーマ当たりの実効線量当量

	表19  ICRU球に面平行ビームとして入射する中性子についての，単位フルエンス当たりの線量当量指標

	表20  ICRU球に等方入射する中性子についての，単位フルエンス当たりの線量当量指標

	表21  ICRU球に面平行ビームとして入射する中性子についての，主軸上深さ 0.07mm，3mmおよび10mmにおける単位フルエンス当たりの線量当量   
	表22  ICRU球に等方入射する中性子についての，深さ0.07mm，3mmおよび10mmにおける単位フルエンス当たりの線量当量
 
	表23  厚さ30cmの半無限平板ファントムに面平行ビームとして入射する中性子についての，単位フルエンス当たりの最大線量当量，および，深さ10mmにおける単位フルエンス当たりの線量当量

	表24a  ICRU球に面平行ビームとして入射する中性子についての，深部線量当量指標に対応する深さおよび主軸上深さ10mmにおける線質係数の実効値
 
	表24b  厚さ30cmの半無限平板ファントムに平行ビームとして入射する中性子についての，最大線量当量を与える深さ および 深さ10mmにおける線質係数の実効値
 
	表25a  厚さ30cmの半無限平板ファントムに面平行ビームとして入射する陽子についての，単位フルエンス当たりの最大線量当量，および，深さ10mmにおける単位フルエンス当たりの線量当量

	表25b  厚さ30cmの半無限平板ファントムに面平行ビームとして入射する陽子についての，最大線量当量を与える深さ および深さ10mmにおける線質係数の実効値
 
	表26  厚さ30cmの半無限平板ファントムに面平行ビームとして入射する電子についての，単位フルエンス当たりの最大線量当量，および，深さ10mmにおける単位フルエンス当たりの線量当量

	表27  理想化された平行ジオメトリー（PA照射を除く）における10keVから10MeVの光子エネルギーについて得られた実効線量当量と，自由空間中の照射線量との換算係数に適用される，発散ビームに対する補正係数の最大値

	表28  水平から上下に種々の角度で入射する単一エネルギー光子の広い平行ビームについて，人体形状ファントム中で測定された中軸上の線量相対値

	表29  水平より上の種々の角度で楕円柱に入射する1MeVの中性子の広いビームについて計算された中軸上の線量当量相対値 H，および，同じ角度で人体形状ファントムに入射する 2.95MeVの中性子の広いビームについて測定された相対吸収線量 D
 
	表C.1a  種々のジオメトリーで男性人体形状ファントムに入射する光子の，単位フルエンス当たりの臓器線量当量

	表C.1b  種々のジオメトリーで女性人体形状ファントムに入射する光子の，単位フルエンス当たりの臓器線量当量

	表C.2  種々のジオメトリーで人体形状ファントムに入射する中性子の，単位フルエンス当たりの臓器線量当量

	表D.1  人体形状ファントムおよび ICRU球に面平行ビームとして入射する光子と中性子についての，実効線量当量 H_Eと深部線量当量指標 H_i,dとの比
 
	表D.2  人体形状ファントムおよびICRU球に面平行ビームとして，あるいは等方的に入射する光子についての，皮膚線量当量 H_sk と 表層部線量当量指標 H_I,sとの比 

	表D.3  人体形状ファントムおよびICRU球に面平行ビームとして入射する光子についての，水晶体の年線量当量限度，および，制限因子となるほうの線量当量指標の年線量当量限度に対応するフルエンスの比較

	表D.4  人体形状ファントムおよびICRU球に面平行ビームとして入射する光子および中性子についての，実効線量当量 H_E と 周辺線量当量 H*(10) との比 

	表D.5  半無限平板ファントムに面平行ビームで入射する種々の放射線の，最大線量当量と深さ10mmにおける線量当量との比

	表D.6  人体形状ファントムおよびICRU球に種々のジオメトリーで入射する光子および中性子についての，皮膚線量当量 H_sk と 方向性線量当量 H'(0.07) との比
 


	序
	1. 緒論

	1.1  この報告書の範囲

	1.2  ICRUの報告書
 
	1.3  モニタリングのための指針

	1.4  
データの制約

	2. 体外放射線の制限に関する勧告

	3. 人体中の線量分布の決定

	3.1  主要因子

	3.2  量およびそれらの聞の関係

	3.3  測定およびモデル化

	3.4  人体ファントム

	3.5  輸送計算

	3.6  照射ジオメトリー


	4. 理想化された状況に対する換算係数

	4.1  推奨される係数
 
	4.2  換算係数に影響を及ほす因子

	4.3  光子に関するデータ

	4.3.1  人体形状ファントム

	4.3.2  ICRU球

	4.3.3  皮膚および眼

	4.3.4  高エネルギー光子


	4.4  ミューオンについてのデータ

	4.5  パイオンについてのデータ

	4.6  中性子についてのデータ

	4.6.1  1985年の線質係数に関する声明

	4.6.2  人体形状ファン卜ム

	4.6.3  ICRU球

	4.6.4  平板ファントム

	4.6.5  線質係数


	4.7  陽子についてのデータ

	4.8  電子についてのデータ


	5. 換算係数の適用

	5.1  線量当量を表す量

	5.2  境界面現象

	5.3  理想化されていないジオメトリー

	5.4  エネルギーの分布

	5.5  その他の被曝状況


	文献
	付録A：量と単位

	付録B：輸送計算

	B.1  ボルツマン方程式

	B.2  モンテカルロ法

	B.3  CHORD 近似

	B.4  いくつかの輸送コード


	付録C：臓器線量当量データ

	付録D：線量当量を表す量の適用

	D.1  指標の妥当性

	D.2  環境量の効用

	D.3  個人モニタリングとの関連


	付録E：荷電粒子の線質係数

	奥付



